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前
号
に
続
き
、
母
校
出
身
の
優

れ
た
野
球
人
を
列
挙
し
て
み
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

〈
投
手
〉
昭
和
二
三
〜
二
四
年
に

戦
後
初
の
甲
子
園
出
場
を
な
ら
し

た
エ
ー
ス
の
森
山
秀
夫
は
馬
渕
建

設
に
入
社
し
て
内
野
手
に
転
じ
、

立
川
Ａ
Ｉ
Ｏ
に
補
強
さ
れ
て
都
市

対
抗
に
も
出
場
し
た
。
昭
和
二
四

〜
二
六
年
に
活
躍
し
た
石
原
富
祥

は
、
在
校
時
は
外
野
を
守
り
控
え

投
手
で
も
あ
っ
た
。
二
六
年
春
夏

連
続
出
場
時
の
主
将
。
慶
大
か
ら

東
洋
高
圧
砂
川
に
入
り
エ
ー
ス
と

し
て
好
投
。
都
市
対
抗
で
も
力
投

し
、
北
海
道
屈
指
の
投
手
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。

昭
和
三
五
年
夏
の
全
国
準
優
勝

に
貢
献
し
た
エ
ー
ス
の
石
田
勝
広

は
、早
大
入
り
し
神
宮
で
も
好
投
。

残
念
な
が
ら
肩
を
痛
め
て
大
学
後

半
は
出
番
が
な
か
っ
た
。
昭
和
四

八
年
夏
の
全
国
準
優
勝
時
の
エ
ー

ス
秋
本
昌
宏
は
亜
大
に
進
む
も
、

投
手
生
命
は
高
校
時
代
に
燃
え
尽

き
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
昭
和
五

四
年
セ
ン
バ
ツ
出
場
の
左
腕
・
太

田
智
之
は
明
大
―
河
合
楽
器
で
も

登
板
し
た
が
、
制
球
難
が
惜
し
ま

れ
た
。

昭
和
五
七
年
夏
の
甲
子
園
に
出

た
大
久
保
学
は
、池
田
戦
で
力
投
。

南
海
入
り
し
た
年
に
二
勝
を
あ
げ

た
。
望
月
一
は
、
実
力
、
実
績
と

も
前
回
Ｂ
チ
ー
ム
に
ラ
ン
ク
し
た

山
崎
一
玄
に
匹
敵
し
て
い
る
が
、

役
回
り
は
リ
リ
ー
フ
が
多
く
、
広

島
―
ダ
イ
エ
ー
で
通
算
二
一
勝
を

あ
げ
た
。

下
手
投
げ
の
岩
渕
秀
和
は
専
大

―
い
す
ゞ
―
シ
ダ
ッ
ク
ス
で
巧
投

を
み
せ
る
。
左
腕
の
高
木
康
成
は

平
成
一
一
年
春
夏
の
甲
子
園
に
連

続
出
場
。
倉
吉
北
戦
で
一
七
奪
三

振
を
マ
ー
ク
し
近
鉄
に
入
団
し

た
。
現
在
オ
リ
ッ
ク
ス
で
の
貴
重

な
サ
ウ
ス
ポ
ー
の
一
人
と
な
っ
て

い
る
。
右
投
げ
の
市
川
治
由
は
新

日
本
石
油
か
ら
Ｗ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
94
で
健

投
。
左
腕
の
深
田
拓
也
は
中
京
大

に
進
ん
で
全
日
本
大
学
選
手
権
で

好
投
し
、
巨
人
に
入
団
。
イ
ー
ス

タ
ン
リ
ー
グ
や
対
メ
ジ
ャ
ー
選
抜

戦
で
キ
レ
の
あ
る
変
化
球
を
投
げ

て
将
来
性
が
楽
し
み
だ
。

駒
大
に
進
ん
だ
増
井
浩
俊
は
ス

り
、
強
肩
強
打
で
鳴
ら
し
た
。
富

士
鉄
室
蘭
に
入
り
都
市
対
抗
で
活

躍
。
高
校
で
一
年
上
級
の
石
原

（
前
記
）
と
は
相
互
に
都
市
対
抗

で
補
強
選
手
に
も
な
り
バ
ッ
テ
リ

ー
を
組
ん
だ
。
松
永
勝
之
は
日
本

楽
器
の
捕
手
と
し
て
都
市
対
抗
に

出
場
。
ス
ラ
ッ
ガ
ー
の
渡
辺
尚
は

昭
和
三
五
年
全
国
準
優
勝
時
の
中

軸
打
者
で
、
立
大
―
金
指
造
船
で

も
長
打
を
み
せ
た
。

ラ
イ
ダ
ー
が
巧
み
で
、
立
派
に
エ

ー
ス
役
を
果
た
し
東
芝
入
り
。
ト

ヨ
タ
に
入
っ
た
鶴
田
健
太
、
日
通

入
り
し
た
増
井
達
哉
、
立
大
に
入

学
し
た
増
田
浩
祐
ら
の
成
長
も
楽

し
み
だ
。

〈
捕
手
〉
昭
和
二
六
年
の
春
夏
に

甲
子
園
に
出
た
松
村
勇
司
は
専
大

の
黄
金
期
に
も
マ
ス
ク
を
か
ぶ

に
出
場
し
た
岩
崎
毅
は
駒
大
―
東

芝
で
は
マ
ス
ク
を
か
ぶ
り
強
肩
好

打
を
み
せ
た
。
平
成
一
八
年
に
駒

大
で
主
将
を
務
め
た
笹
倉
光
平
は

高
校
同
期
・
増
井
の
女
房
役
と
し

て
地
道
な
プ
レ
ー
に
徹
し
た
。

〈
一
塁
手
〉
左
の
ス
ラ
ッ
ガ
ー
浦

部
常
喜
は
昭
和
三
〇
年
夏
の
甲
子

園
に
出
場
し
、
立
大
―
大
昭
和
で

長
打
力
を
発
揮
し
た
。
昭
和
三
五

年
夏
の
準
優
勝
ナ
イ
ン
の
横
山
弘

大
野
（
有
本
）
勲
は
強
肩
で
鳴

ら
し
、
鷺
宮
製
作
所
で
も
活
躍
し

た
。
昭
和
五
四
年
の
セ
ン
バ
ツ
に

出
場
し
た
安
間
大
芳
は
中
大
に
進

み
、
河
合
楽
器
に
入
社
し
て
都
市

対
抗
に
出
場
し
た
。
昭
和
五
七
年

夏
の
甲
子
園
に
出
た
宮
城
明
秀
も

中
大
で
活
躍
し
て
い
る
。
昭
和
六

二
年
夏
に
右
翼
手
と
し
て
甲
子
園

打
ち
長
打
力
を
発
揮
し
た
。

〈
内
野
手
〉
昭
和
二
四
年
夏
、
二

六
年
春
夏
に
甲
子
園
出
場
を
果
た

し
た
宗
野
徳
太
郎
は
立
大
に
進

み
、
新
人
監
督
と
し
て
長
嶋
茂
雄

を
育
て
た
。
藤
倉
電
線
に
入
り
都

市
対
抗
に
出
場
、
ト
ッ
プ
を
打
ち

玄
人
好
み
の
す
る
攻
守
を
み
せ

た
。
鈴
木
久
弥
は
昭
和
三
〇
〜
三

一
年
の
夏
に
甲
子
園
に
出
場
、
早

大
―
大
昭
和
白
老
で
攻
守
に
活
躍

は
石
川
島
播
磨
重
工
で
活
躍
。
左

打
ち
の
塩
沢
誠
は
専
大
に
進
み
、

昭
和
四
〇
〜
四
一
年
東
都
ベ
ス
ト

ナ
イ
ン
に
三
期
連
続
で
選
ば
れ
て

お
り
日
本
楽
器
で
も
着
実
な
打
力

を
み
せ
た
。
西
村
晃
は
高
校
か
ら

駒
大
に
か
け
て
一
塁
を
守
り
首
位

打
者
を
獲
得
。
東
都
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
に
二
度
選
ば
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
北

入
り
し
て
捕
手
に
コ
ン
バ
ー
ト
。

都
市
対
抗
で
も
活
躍
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
夏
に
甲
子
園
に
出
た

一
ノ
宮
新
士
は
同
志
社
大
で
飛
躍

を
期
し
て
い
る
。
ス
ラ
ッ
ガ
ー
の

杉
山
勝
悟
は
東
京
農
大
の
四
番
を

山
博
巳
は
亜
大
―
日
本
軽
金
属
で

も
適
時
打
を
放
っ
た
。

昭
和
四
五
年
の
セ
ン
バ
ツ
に
出

場
し
た
二
塁
手
の
石
川
光
哉
は
慶

大
で
も
地
道
な
プ
レ
ー
を
み
せ

る
。
横
山
靖
弘
は
早
大
―
河
合
楽

器
で
活
躍
。
渡
辺
晃
一
郎
は
立
大

で
、
吉
田
雅
道
は
明
大
で
そ
れ
ぞ

れ
健
闘
し
た
。
根
本
和
也
は
専
大

に
進
み
小
味
の
利
い
た
プ
レ
ー
を

み
せ
、
寺
田
祐
也
は
阪
神
に
入
団

し
た
。

昭
和
三
五
年
夏
の
全
国
準
優
勝

ナ
イ
ン
の
三
塁
手
、
大
塚
恭
弘
は

立
大
―
ト
ヨ
タ
で
も
堅
実
な
攻
守

を
み
せ
、
と
き
に
マ
ス
ク
も
か
ぶ

っ
た
。
神
谷
茂
樹
は
中
大
に
進
み

二
塁
手
と
し
て
東
都
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
に
選
ば
れ
、
金
指
造
船
で
も
内

野
の
要
と
な
り
、
小
柄
な
体
の
割

り
に
長
打
力
が
光
っ
た
。
昭
和
三

八
年
夏
と
四
〇
年
春
に
甲
子
園
に

出
た
三
塁
手
の
佐
藤
昭
義
は
電
電

信
越
で
も
攻
守
に
冴
え
を
み
せ
、

都
市
対
抗
に
も
出
場
し
た
。
同
じ

く
四
〇
年
春
に
二
塁
を
守
っ
た
丸

し
期
待
を
抱
か
せ
た
が
、
一
軍
の

壁
は
厚
か
っ
た
。

平
成
一
一
年
夏
の
甲
子
園
に
出

場
し
た
池
田
将
之
は
日
大
で
遊

撃
、
二
塁
、
三
塁
を
守
り
Ｊ
Ｒ
東

日
本
で
も
若
手
の
ホ
ー
プ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。
久
保
田
修
平

は
中
大
で
好
打
を
み
せ
、
東
都
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
に
指
名
打
者
と
し
て

二
度
選
ば
れ
て
い
る
。
立
正
大
に

入
っ
た
樋
口
将
規
も
立
大
入
学
の

早
瀬
大
喜
も
将
来
性
に
期
待
を
抱

か
せ
て
い
る
。

〈
外
野
手
〉
大
型
打
者
の
中
野
保

男
は
昭
和
二
九
年
の
学
生
協
会
記

念
大
会
（
神
宮
大
会
に
相
当
）
で
、

近
藤
晴
彦
（
前
記
）
と
共
に
優
勝

に
貢
献
、
北
海
道
炭
鉱
汽
船
で
も

長
打
を
み
せ
た
。
昭
和
三
五
年
夏

の
全
国
準
優
勝
ナ
イ
ン
で
右
翼
を

守
っ
た
佐
野
隆
一
は
日
本
石
油
で

健
闘
。
篠
宮
章
は
中
大
に
進
み
、

昭
和
四
七
年
に
首
位
打
者
、
東
都

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
輝
い
た
。
昭
和

三
八
年
夏
に
甲
子
園
に
出
た
エ
ー

ス
の
前
田
年
彦
は
立
大
―
三
菱
重

工
長
崎
で
外
野
手
と
し
て
活
躍
す

る
。昭

和
四
八
年
夏
の
全
国
準
優
勝

ナ
イ
ン
で
左
翼
を
守
っ
た
白
鳥
重

治
は
早
大
―
日
産
自
動
車
で
パ
ワ

ー
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
鳴
ら
し
た
。

昭
和
五
五
年
の
セ
ン
バ
ツ
で
マ
ス

ク
を
か
ぶ
っ
た
鈴
木
康
生
は
早
大

で
外
野
に
回
り
主
将
を
務
め
た
。

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
も
好
打
を
と

ば
す
。

昭
和
五
七
年
夏
の
甲
子
園
に
出

た
漆
畑
誠
は
明
大
―
大
昭
和
で
も

好
守
好
走
を
み
せ
た
。
小
林
裕
明

は
早
大
の
外
野
手
と
し
て
ベ
ス
ト

ナ
イ
ン
に
輝
き
、
リ
ク
ル
ー
ト
で

も
奮
闘
し
た
。
昭
和
六
二
年
夏
に

甲
子
園
に
出
た
山
口
球
は
専
大
―

熊
谷
組
で
活
躍
。
平
成
に
入
っ
て

は
杉
山
雄
介
が
中
大
、
杉
本
健
二

が
駒
大
で
気
を
吐
く
。
平
成
一
五

年
夏
に
甲
子
園
で
マ
ス
ク
を
か
ぶ

っ
た
青
池
悠
吾
は
慶
大
に
進
み
、

外
野
手
と
し
て
強
肩
と
快
足
ぶ
り

を
発
揮
し
て
い
る
。

左
打
ち
の
星
尊
博
は
中
大
か
ら

セ
ガ
サ
ミ
ー
に
入
り
、
特
に
守
備

面
で
水
際
だ
っ
た
プ
レ
ー
を
見
せ

て
い
る
。
青
池
と
共
に
甲
子
園
に

出
場
し
た
石
川
博
一
は
駒
大
の
〝

一
発
屋
〞
。
強
打
の
山
内
雄
介
は

同
志
社
で
気
を
吐
い
て
い
る
。

な
お
、
野
球
部
出
身
で
は
な
い

が
、
矢
部
正
和
氏
は
昭
和
三
〇
年

代
初
期
に
東
大
の
左
翼
手
と
し
て

攻
守
に
堅
実
な
プ
レ
ー
を
見
せ

た
。

×

×

×

こ
こ
に
記
し
切
れ
な
か
っ
た
選

手
の
中
に
も
好
素
質
を
持
っ
た
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
数
多
く
存
在
す
る
。

静
高
Ｏ
Ｂ
の
老
記
者
と
し
て
、
神

宮
あ
る
い
は
東
京
ド
ー
ム
等
の
ス

タ
ン
ド
か
ら
静
高
出
身
の
精
鋭
を

見
る
こ
と
は
限
り
な
い
楽
し
み
で

あ
る
。
人
選
に
つ
い
て
は
ご
不
満

の
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
年
齢
に
免

じ
て
ご
容
謝
願
い
た
い
。

★
訂
正

前
号
で
Ａ
チ
ー
ム
・
梶

山
義
彦
外
野
手
が
ソ
ウ
ル
五
輪
の

日
本
代
表
と
記
し
ま
し
た
が
、
シ

ド
ニ
ー
五
輪
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ら
五
番
に
加
え
、
九
番
ま
で
切
れ

目
の
な
い
打
撃
を
目
指
し
た
い
。

ま
た
、
投
手
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
、

大
村
に
続
く
、
三
番
手
、
四
番
手

の
投
手
の
成
長
に
期
待
し
た
い
。

幸
い
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は
良

く
、
つ
ら
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も

積
極
的
に
取
り
組
め
て
い
る
。
県

大
会
で
の
反
省
を
踏
ま
え
、
攻
・

守
・
投
す
べ
て
の
面
に
お
け
る
戦

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
藤
沢
部
長
談

取
材
事
務
局
増
田
）

わ
ぬ
失
点
も
あ
り
、攻
守
と
も
に
ま

だ
調
子
に
波
が
あ
る
。
今
年
度
は

県
内
に
好
投
手
が
多
く
、
ど
う
打

ち
崩
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

「
夏
の
大
会
に
向
け
て
」

先
に
も
述
べ
た
好
調
な
一
番
か

三
位
決
定
戦

対
小
笠

１
２
対
２
（
七
回
コ
ー
ル
ド
勝
）

「
春
季
県
大
会
を
振
り
返
っ
て
」

一
番
板
倉
、
二
番
田
島
、
三
番

越
智
、
四
番
題
舘
、
五
番
村
松
と
、

打
線
は
好
調
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
思

「
平
成
一
九
年
春
季
県
大
会
結
果
」

一
回
戦

対
浜
松
工
業８対

４
（
勝
）

二
回
戦

対
掛
川
西１２

対
８
（
勝
）

準
決
勝

対
常
葉
橘５

対
６
（
負
）

精
鋭
輩
出
、
伝
統
を
示
す

切
れ
目
な
い
打
線
目
指
す

春は県３位

私
の
選
ん
だ
ベ
ス
ト
９
◯下

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

鈴
木
俊
彦
氏
（
68
期
）

戦
後
の

野
球
部

森山秀夫選手

石原富祥選手

石田勝広選手

太田智之選手

大久保 学選手

高木康成選手

松村勇司選手

松永勝之選手

宮城明秀選手

渡辺 尚選手

宗野徳太郎選手

丸山博巳選手

平成19年の野球部（２・３年生）

春季県大会、打線は好調を維持した 鈴木俊彦氏
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